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第３回定例会は、

税金がどう使われた

かチェックするよ！

鉾田市マスコットキャラクター
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企業会計
水道事業

収益的収支
収　入 12 億 4298 万円 

支　出 12 億 1005 万円 

資本的収支
収　入 3269 万円 

支　出 6 億 1373 万円

農業集落排水事業 公共下水道事業

2 億 5026 万円 5 億 9981 万円

2 億 3742 万円 5 億 7354 万円

私たちの税金はどう使わ  れたの !?
チェックして

　　みましょう!!

市税

50 億 4493 万円

県支出金

16 億 3602 万円

地方消費税交付金

7 億 3102 万円

市債

20 億 1450 万円

その他

4 億 5712 万円

繰入金

5 億 1984 万円

自主財源

36.5％

依存財源

63.5％

歳入総額

235 億 7999 万円 繰越金

21 億 2393 万円

その他

9 億 1035 万円

国庫支出金

33 億 4254 万円

地方交付税

67 億 9974 万円

一般会計  歳入

市民税や固定資産税、軽

自動車税など、市民の皆

さんが納めている税金。

人口などに応じて、不足している

分を国が交付するお金で、その使

い道は市で決めることができます。

国と県から交付さ

れるお金で、使い

道が決められてい

ます。

私たちが納めた消

費税を国が配分し

ます。

国や金融機関から

借りたお金。

寄附金　　 　　7894 万円

使用料及び手数料 

　　　　　 1 億 5682 万円

諸収入　　 4 億 4094 万円

　　　　　　　　　　など

ゴルフ場利用税交付金　2321 万円

自動車取得税交付金　　7664 万円 など

基金などから

一般会計へ入

れるお金。

※四捨五入により記載しているため、合計が一致していない場合があります。
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会計区分 一般会計 特別会計
国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険

歳　入 235 億 7999 万円 146 億　929 万円 85 億 6470 万円 4 億 9131 万円 47 億　322 万円

歳　出 215 億 2388 万円 143 億 6842 万円 85 億 5454 万円 4 億 7802 万円 45 億 2490 万円

平成 29 年度歳入歳出決算を集中審議

私たちの税金はどう使わ  れたの

総務費

15 億 2998 万円

民生費

71 億 2768 万円

衛生費

19 億 4431 万円

農林水産業費

9 億 685 万円

土木費

13 億 7258 万円

消防費

11 億 4035 万円

教育費

37 億 732 万円

公債費

24 億 138 万円

諸支出金

10 億 3789 万円

議会費

1 億 5852 万円

歳出総額

215 億 2388 万円

一般会計  歳出 地域振興や人口減少対

策、税金の賦課徴収、住

民台帳や戸籍、選挙、統

計調査、市長や職員の給

与などに使われます。

健康診断や予防接種、産前

産後サポートなどの保健衛

生、ごみ処理などの環境衛

生のために使われます。
市道や河川、橋りょう

の整備や維持管理、公

園や市営住宅の管理な

どを行います。

消防活動や災害の対

応、また地区の消防

団などの活動を行い

ます。

幼稚園や小学

校、中学校の

運営、統合小

学校の建設、

文化財保護な

どに使われま

す。

国や金融機関か

ら借りたお金と

その利子を返済

します。

農畜産業や水田、園芸などを支える事業、ブ

ランドアップ推進事業、農業委員会の運営、

地籍調査事業などを行います。

児童手当の支給

や保育所の運営

などの児童福

祉、高齢者福祉、

障がい者福祉、

生活保護などに

使われます。

議員の報酬や議会運営

のために使われます。

商工費

1 億 9702 万円

うまかっぺフェスタや海

水浴場などの観光事業や

ふるさと納税、中小企業

支援などを行います。
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「茨城国体開催準備事業」

「子育て世代包括支援センター事業」

　鉾田保健センター内に子育て世代包括支援

センターを設置し、保育士の資格を持つコン

シェルジュを配置。妊娠期から子育て期にわ

たる身近な相談支援を行いました。また、子

育てアプリ「H
は ぐ

UGくむ」を開設しました。

「鉾田南中学校区統合小学校整備事業」
　平成31年４月の開校に向けて、用地の埋蔵

文化財発掘調査や造成工事が完了しました。

　また、校舎の建設工事を発注しました。

　平成 30 年度も校舎の建設が順調に進んで

います。

「人口減少対策事業」
　結婚支援・移住推進・企業誘致を３本柱に、

新婚家庭に対する経済的な支援や、移住セ

ミナーの開催、婚活ツアーの開催などを実

施しました。

「安全で安心なまちづくり推進事業」

　ＬＥＤ防犯灯の設置を行い、これで市内

全域の設置が完了しました。

　また、設置を進めている防犯カメラを、

平成 29 年度は舟木交差点、徳宿駅、大竹海

岸入口に設置しました。

平成 29 年度は

こんな事業が行われました!!

4959万円

235万円

1926万円

180万円

539万円

14億8070万円

LED防犯灯
設置完了!

ほこたでH
は ぐ

UGくむ!
パパとママを支援

茨城国体まで
あと１年!

 ほこたのまちに
賑わいを!

自然豊かなほこたに
いらっしゃ～い!

平成31年４月の
開校に向けて!

「創業支援事業」「商工業振興事業補助金」

　鉾田市での創業を希望する方に対し、創

業セミナーや個別相談会を開催し、１名の

方が創業に至りました。

　また、補助金を交付したにぎわい祭りで

は、多くの来場者でまちなかがにぎわいま

した。

2億7280万円
体育館がきれいに
生まれかわります!

「鉾田総合公園改修事業」

　老朽化している鉾田総合公園体育館を、

利用する方の利便性向上のため、また、茨

城国体開催に向けて改修しています。平成

30 年度にも引き続き改修が行われ、きれい

で使いやすい体育館に生まれ変わります。

新規

新規

新規

「芸術文化創造推進事業」

　クラシックやジャズなどの音楽コンサート

や寄席、演劇などの公演、小中学生や地元高

校生を対象にしたミュージカルの体験ワーク

ショップなどを開催し、芸術文化を身近に感

じていただけるような事業を開催しました。

1805万円
ちょっとそこで
芸術鑑賞してみませんか!

新規
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主
な
質
疑

　

消
防
施
設
整
備
の
補
助
金
の
内
容
は
。
ま

た
、
地
区
の
負
担
は
発
生
し
て
い
る
の
か
。

　

烟
田
分
団
と
下
太
田
分
団
の
機
庫
建
設
、

借
宿
分
団
と
美
原
分
団
の
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
建

設
、
借
宿
分
団
の
火
の
見
撤
去
、
そ
の
他
機

庫
の
修
繕
等
の
４
分
団
に
補
助
し
た
。

　

地
区
の
負
担
は
一
部
発
生
し
て
い
る
。

　

各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ま
か
な
い
材
料

費
の
市
内
調
達
率
は
。

　

旭
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
鉾
田
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
も
に
約
20
％
。
主
に
Ｊ
Ａ
な
ど

か
ら
野
菜
を
調
達
し
て
お
り
、
市
内
調
達
率

は
昨
年
度
よ
り
増
え
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
専
門
職
を
配
置
し
た
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
相
談

実
績
と
、
主
な
相
談
内
容
は
。

　

保
育
士
の
資
格
を
持
つ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

に
よ
る
、
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
協
で
の
出
張
相

談
が
１
５
２
件
、
乳
児
健
診
時
や
窓
口
で
の
相

談
が
38
件
、
そ
の
他
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
電
話
や
メ
ー
ル
等
に
よ
る
相
談
が
２
５
２

件
で
、
夜
泣
き
に
関
す
る
相
談
や
離
乳
食
の

開
始
時
期
、
保
育
所
の
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

身
近
な
相
談
を
受
け
付
け
た
。

　

平
成
29
年
度
の
合
併
特
例
債
償
還
金
の
元

金
お
よ
び
利
子
は
。

　

元
金
が
９
億
５
２
８
６
万
円
、
利
子
が
２

３
８
２
万
５
４
１
３
円
で
、
合
計
９
億
７
６

６
８
万
５
４
１
３
円
。

　

当
初
予
算
に
対
し
、
２
０
０
０
万
円
以
上

減
の
決
算
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　

新
婚
家
庭
の
家
賃
補
助
を
行
っ
て
い
る
新

婚
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
の
申
請
が
、
80

件
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
７
件
に
と
ど
ま
っ

た
た
め
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
採
用
に
い

た
ら
な
か
っ
た
た
め
。

決
算
特
別
委
員
会

消
防
施
設
整
備
の
地
区
負
担
は
。

起
債
を
頼
り
に
し
た
行
政
運
営
に
喝
！

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活
用
は
。

給
食
に
使
わ
れ
た
鉾
田
の
食
材
は
。

人
口
減
少
対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

決算特別委員会　委員構成

委 員 長　入江　晃

副委員長　根嵜　眞

委　　員　髙埜　栄治　　井川　倫士

　　　　　渡辺　拓哉　　亀山　彰

　　　　　二重作茂兵衛　郡司　功

　　　　　小沼　勝　　　水上美智子

　　　　　岩間　勝栄　　米川　宗司

　　　　　友部　政德　　田口　清一

　　　　　堀田　正衛　　石津　武吉

　　　　　高野　衛　　　倉川　陽好

答答

答

答 答

問問

問

問 問
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今回
の特

集

３つのキーワード

まわりの市と比べてみ

て鉾田市はどうかな？

みなさんはどう感じま

すか？

財政状況を知る

市税や普通交付税などの収入に対し、人件費や扶助費、公

債費など毎年かかる決まった支出が占める割合。この

数値が低いほどさまざまな政策に使えるお金が多い

ことになります。

予算のうち、自主財源でどのくらいの支出をまかなえてい

るかを表します。この指数が高いほど財政力が強い

ことを示しています。

一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性の

ある負担などを、財政規模に対する割合で表したもので、

この指標が低いほど負担が軽いことになります。

自由に使えるお金の割合は？

自力で確保できるお金はどのくらい？

将来の借金の負担は？

経常収支比率

財政力指数

将来負担率

８８. ４％

０. ４４２

０. ０％

前年度比
3.7ポイント悪化

前年度比
0.007ポイント向上

前年度比
6.0％から皆減

そ
の
１

そ
の
２

そ
の
３

茨城県平均

経常収支比率 ９０．３

財政力指数 ０．７０

将来負担率 ３７．０

鉾田 行方 潮来 鹿嶋 神栖

８８．４ ８７．５ ９２．５ ９３．３ ７９．９

０．４４ ０．４３ ０．５０ ０．９８ １．３３

０ ６５．９ ５２．１ ５５．８ １６．８

近隣の市と

比べてみよう！
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９
月
４
日
（
火
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　

・
監
査
報
告

９
月
６
日
（
木
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

９
月
７
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

９
月
12
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
第
８
号
～
第
20
号
の
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
第
11
号
の
撤
回

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
第
21
号
・
第
22
号
提
案
説
明

９
月
13
日
（
木
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑

９
月
18
日
（
火
）
決
算
特
別
委
員
会

９
月
19
日
（
水
）
決
算
特
別
委
員
会

９
月
20
日
（
木
）
決
算
特
別
委
員
会

９
月
21
日
（
金
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

９
月
25
日
（
火
）
経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
月
26
日
（
水
）
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

９
月
28
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
第
１
号
～
第
７
号
の
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
第
21
号
・
第
22
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
請
願
第
30

－

３
号
の
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
議
議
案
第
３
号
の
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
行
政
報
告

　

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で

の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
平
成
29
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
や
収
入

印
紙
等
購
買
基
金
条
例
制
定
な
ど
の
条
例
案
、
各
会
計
の
補
正
予

算
、
鹿
行
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
な
ど
計
22
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
教
職
員
の
定
数
改
善
な
ど
を
求
め
る

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
11
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
茨
城
国
体
の

開
催
準
備
状
況
や
小
中
学
校
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
を
問
う

質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
は
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
及
び
経
済
建
設
常
任

委
員
会
で
所
管
事
務
調
査
が
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
、
請
願

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平
成
29
年

度
各
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
は
、
教
職
員
の
定
数
改
善
な
ど
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
鹿
行
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
の
議
案
が

否
決
さ
れ
、
規
約
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
の
議
案
は
撤
回
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
の
市
長
及
び
議
員
提
出
の
全
議
案
が
可
決
さ
れ
、

請
願
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計激

論
の
末
、
承
認
さ
れ
る

主な日程

概 　要

平
成
30
年 

第
３
回
定
例
会
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提出された議案等と審議結果

各議員の賛否が分かれた議案等／否決となった議案等

全会一致で可決された議案等

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　議：議長　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

会
議
名

議員名

議案等

髙
埜
　
栄
治

井
川
　
倫
士

渡
辺
　
拓
哉

亀
山
　
　
彰

二
重
作 

茂
兵
衛

郡
司
　
　
功

小
沼
　
　
勝

根
嵜
　
　
眞

水
上
　
美
智
子

入
江
　
　
晃

岩
間
　
勝
栄

井
川
　
茂
樹

米
川
　
宗
司

友
部
　
政
德

山
口
　
　
德

田
口
　
清
一

堀
田
　
正
衛

石
津
　
武
吉

高
野
　
　
衛

倉
川
　
陽
好

討　論
採
決
結
果

※議案等に
ついて

賛成反対

第
３
回
定
例
会

第１号

平成29年度鉾田市一

般会計歳入歳出決算

認定について

○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● 議 ● ○ ○ ● ● ● ● ○ 井川
（倫）

高野
石津

認定

第２号

平成29年度鉾田市国民

健康保険特別会計歳入

歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 倉川 高野 認定

第３号

平 成29年 度 鉾 田 市 後 期

高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 亀山 高野 認定

第10号
鹿行広域事務組合規

約の変更について
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● 欠 - 石津 否決

会議名 議　案　等

第
３
回
定
例
会

第４号 平成29年度鉾田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

第５号 平成29年度鉾田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

第６号 平成29年度鉾田市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

第７号 平成29年度鉾田市水道事業会計収入支出決算認定について

第８号 鉾田市税条例の一部改正について

第９号 鉾田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

第12号 平成30年度鉾田市一般会計補正予算（第２号）

第13号 平成30年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

第14号 平成30年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

第15号 平成30年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第２号）

第16号 平成30年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

第17号 平成30年度鉾田市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

第18号 平成30年度鉾田市水道事業会計補正予算（第１号）

第19号 工事請負契約の締結について

第20号 物品購入契約の締結について

第21号 鉾田市収入印紙等購買基金条例の制定について

第22号 平成30年度鉾田市一般会計補正予算（第３号）

請願
第30-3号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択

を求める請願

議議案
第３号

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書の提出について

※議案第 11 号は、議案第 10 号が否決となったため、撤回されました。
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
等
工

事
が
、
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
ず
、

６
３
４
９
万
円
増
額
の
補
正
と
な
っ
た
理
由

は
。

　
〝
炉
〟
上
部
の
煉
瓦
等
に
大
規
模
な
修

繕
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
当
初
予
算

決
定
後
に
判
明
し
た
た
め
。

　

当
初
予
算
に
間
に
合
う
よ
う
、
計

画
的
な
予
算
編
成
を
。

　

大
洋
公
民
館
改
修
工
事
の
設
計
委
託

料
９
０
０
万
円
増
額
は
大
規
模
な
工

事
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
。
増
築
も
行
わ
れ

る
の
か
。

　

老
朽
化
の
進
む
大
洋
公
民
館
改
修
の

た
め
。
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ト
イ

レ
洋
式
化
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
防
水
工
事
、

空
調
設
備
等
の
設
計
を
計
上
し
た
。

　

増
築
は
行
わ
な
い
。

　

今
後
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

見
通
し
が
立
た
な
い
ま
ま
に
賛
成
は

で
き
な
い
。

　

今
後
、
本
格
的
な
調
査
を
行
い
、
実
現

性
を
第
一
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

議
案
が
可
決
さ
れ
ず
、
規
約
が
変
更
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
三
市
は
他
市
と
協

議
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

　

法
律
上
は
可
能
で
あ
る
と
確
認
し
て

い
る
。

議
案
審
議 

９
月
12
日
本
会
議

答

答答

答

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
協
議
か

ら
潮
来
市
と
行
方
市
が
離
脱
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
両
市
長
と
ど
の
よ
う
な
話

し
合
い
が
も
た
れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
議
案
を
提
案

し
た
の
か
。

　

三
者
で
の
話
し
合
い
の
な
か
で
、
潮
来

市
長
か
ら
、
「
近
い
う
ち
に
、
ご
み
処

理
施
設
建
設
に
関
す
る
項
目
の
削
除
を
お
願

い
し
た
い
。
」
と
の
話
が
事
前
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
時
間
と
お
金
を
費
や
し
、
職
員

も
派
遣
し
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
先
が
見
え
な

い
状
況
で
あ
る
な
ら
ば
事
業
を
削
除
す
る
と

い
う
こ
と
で
提
案
し
た
。

答

問

問問

問

問

鹿
行
広
域
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

発
言

唐
突
な
広
域
ご
み
処
理
計
画
解
散
の
経
緯
は
。

計
画
的
な
予
算
編
成
を
求
め
る
。

ご
み
処
理
施
設
建
設
の
今
後
が
不
透
明
。

大
洋
公
民
館
改
修
は
大
規
模
な
も
の
か
。

議
案
第
10
号

鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

議
案
第
12
号

　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

う
ち
、
「
広
域
一
般
廃
棄
物
（
し
尿
を
除
く
。
）
処

理
施
設
の
建
設
に
関
す
る
こ
と
。
」
を
除
く
た
め
、

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
。

鉾田クリーンセンター

否決

可決
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気になる議案をピックアップ !!

（仮称）鉾田市民交流館予定地だった飯名地区市有
地の土地有効活用の方針を検討するための委員会を
設置するもの。

　　　◆地域振興総務費　　２３６千円

収入印紙と茨城県収入証紙の売りさばきを行うため
の基金の設置と、それに伴う予算を増額するもの。
　　※平成 30 年 11 月 1 日より取扱予定
　　※取扱い場所　市役所会計課、各総合支所

　　　◆収入印紙等購買基金繰出金　5,000 千円

検討委員会の事業内容の詳細は。

10 名の委員で構成。９月中に委員会を立ち上げて年内

に４回開催し、どのような施設を整備するか基本的な方

針を定めていきたい。

主な質疑

問

答

議案第12号 平成 30 年度一般会計補正予算（第２号）

議案第21号

議案第22号

鉾田市収入印紙等公売基金条例の制定について

平成 30 年度鉾田市一般会計補正予算（第 3 号）

話題の土地！ の活用検討委員会を設置。

パスポートの取得が更に便利に！

パスポートをとるとき

には、収入印紙と証紙

が必要なんだね。

これからは市役所で収

入印紙と証紙が買える

から便利になったね。

市民からの要望があったのか。

そのとおり。

なお、平成 29年度はパスポートの申請が 776 件あった。

取扱いによる市の手数料収入の見込みは。

年 16万円程の手数料収入を見込んでいる。

問

問

答

答

主な質疑

委員会で検討される、白紙撤回

となった（仮称）市民交流館の

予定地

可決

可決
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ここが聞きたい!!　一般質問

議員名 質問事項

小沼　勝

１．
農作物残渣の野外焼却処分につ
いて

２．
市民交流館建設予定地利活用に
ついて

３．
茨城国体に向けての進捗状況に
ついて

石津　武吉

１．副市長の出勤時間について

２．ブランドアップ事業について

３．
大洋地区の各教室へのエアコン
設置の契約について

４．小学生の道徳の評価について

渡辺　拓哉

１．（仮）市民交流館について

２．うまかっぺフェスタについて

３．海の活用について

４．市の職員について

井川　倫士

１．
市民協働のまちづくりを一歩前
に進めるための施策や機構につ
いて

２．
市 職 員 の 能 力 開 発 や モ チ ベ ー
ション向上のための制度につい
て

３．
市長と副市長の役割分担につい
て

髙埜　栄治

１．

児童生徒ならびに市民の豊かな
心づくりと郷土愛を育むための
読書ならびに郷土学習の推進に
ついて

２．
学校の ICT 環境整備と教育の情
報化推進について

３．
市民の教育文化活動の拠点とな
る施設の設置・維持管理の方向
性について

４．

医療費抑制に向けた医療費分析
ならびに指定管理健康施設の事
業充実を図らせる指導の有り方
について

高野　衛

１．障害者雇用について

２．
地震による危険なブロック塀除
去対策について

３．エアコン設置について

４．監的所の整備について

５．
スクールバスの料金の無料化と
集合場所における日よけ雨よけ
対策について

６．
人口減少、高齢化社会への対応
とまちづくりについて

議員名 質問事項

倉川　陽好

１．太陽光発電施設について

２．米作り農家への取組みについて

３．小学校施設維持管理について

４．
基本計画の基本目標の策定 1 年
が経過進捗状況について

５．
鉾田・行方・潮来の 3 市の焼却
場の経過について

根嵜　眞
１．

太陽光発電施設の設置状況に伴
う課税ならびに管理対策につい
て

２．
学校跡地利用の具体的な方策決
定の進捗状況について

水上　美智子

１．酷暑対策について

２．ヘルプカードについて

３．防災・減災対策について

４．
インスタ映えする観光スポット
について

５．子ども議会について

亀山　彰
１．市長の仕事について

２．子育て支援について

３．ひぬまの会について

入江　晃

１．
鉾田市のご当地ナンバー製作に
ついて

２．国体の運営体制について

３．避難訓練について

４．中学生海外派遣事業について

５．SDGs の取り組みについて

一般質問とは？

議員が市政全般の現状や方針

などを問うものです。

ここでは、一般質問を要約し

て報告します。

ホームページで

一般質問の会議録が見られます
①鉾田市のホームページへアクセスする。

　アドレス http://www.city.hokota.lg.jp

②市ガイド内の「鉾田市議会」をクリックする。

③会議録をクリックする。

また、各議員の QR コードを読み込むことで、

その議員の一般質問の録画を再生できます。

検　索

第３回定例会
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野
外
焼
却
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
農
作
物
残

渣
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
も
警
察
か
ら
指
導
を
受

け
る
な
ど
し
た
農
家
が
お
り
、

周
知
が
不
足
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

ま
た
、
警
察
署
及
び
消
防
署

と
の
連
携
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
農

作
物
残
渣
に
つ
い
て

は
野
焼
き
を
行
わ
ず
、
害
虫

被
害
防
止
の
た
め
、
収
穫
後

抜
根
し
、
ハ
ウ
ス
密
閉
処
理

等
に
よ
り
害
虫
を
死
滅
さ
せ

　

副
市
長
は
常
勤
の
特

別
職
で
就
業
規
則
は

な
い
が
、
通
常
何
時
ご
ろ
に

庁
舎
に
出
勤
し
て
い
る
の
か
。

行
方
市
の
女
性
の
前
副
市
長

は
、
市
内
に
借
家
を
し
、
夜

遅
く
な
る
よ
う
な
業
務
に
対

応
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
寺

門
副
市
長
は
そ
の
よ
う
な
予

定
は
な
い
の
か
。

　
【
市
長
】
特
別
職
は
自

己
の
責
任
で
職
責
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
た
め
、
一
般
職
の
よ
う
に

勤
務
時
間
や
休
日
と
い
う
概

た
後
に
畑
に
す
き
込
む
等
の

処
理
を
行
う
よ
う
県
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
共
に
指

導
し
て
い
る
。
チ
ラ
シ
等
に

よ
り
周
知
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
い
ま
一
度
県
と
連
携

し
、
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機
関
や

農
家
へ
の
周
知
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

【
市
民
部
長
】
に
お
い
や
煙

な
ど
の
通
報
が
あ
っ
た
場

合
、
生
活
環
境
課
で
は
現
地

を
確
認
し
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
農
作
物
残
渣
の
焼
却
を

行
っ
て
い
た
り
、
延
焼
の
恐

念
は
な
く
、
公
務
に
合
わ
せ
て

出
勤
し
て
い
る
。
自
宅
か
ら

の
距
離
が
離
れ
て
い
る
と
い

う
理
由
で
、
副
市
長
と
し
て
、

ま
た
私
の
補
佐
役
と
し
て
の

職
務
を
果
た
す
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な
い
。

【
副
市
長
】
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
９
時
か
ら

決
裁
や
協
議
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
時
間

の
前
に
は
出
勤
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
９
時
と
決
め

た
の
か
。
何
か
不

都
合
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

れ
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
警

察
署
、
消
防
署
、
ま
た
鹿
行

県
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
部
署

へ
連
絡
で
き
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

　

農
業
残
渣
等
と
畜

産
業
を
兼
ね
合
わ

せ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
方

向
性
も
見
い
だ
せ
る
と
よ
い

と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
茨
城
町
の
水
田
で

行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
野
焼

き
の
申
請
を
行
っ
た
場
合

に
、
消
防
署
や
警
察
署
と
連

携
し
て
焼
却
で
き
る
よ
う
な

借
家
の
考
え
は
。
９
月
６
日

早
朝
に
北
海
道
で
地
震
が

あ
っ
た
。
鉾
田
市
で
あ
の
よ

う
な
事
態
が
あ
っ
た
ら
ど
う

す
る
の
か
。
危
機
管
理
に
対

す
る
考
え
を
尋
ね
る
。

　
【
市
長
】
私
は
借
家
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ

ろ
不
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

副
市
長
の
分
は
私
が
対
応
す

る
と
と
も
に
、
各
幹
部
が
十
分

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

職
責
が
分
か
っ
て

い
な
い
。
災
害
対

策
本
部
で
は
副
本
部
長
と
い

サ
ポ
ー
ト
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
バ

イ
オ
マ
ス
を
使
っ
て

産
業
づ
く
り
や
農
家
の
所
得

向
上
な
ど
に
取
り
組
む
市
町

村
も
あ
る
た
め
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

【
市
民
部
長
】
届
出
に
つ
い
て

は
、
火
災
の
予
防
と
消
防
隊

の
誤
報
出
動
を
防
ぐ
た
め
の

届
出
で
、
こ
の
届
出
が
廃
棄

物
の
焼
却
を
承
認
す
る
も
の

で
は
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う

な
点
も
含
め
周
知
に
努
め
る
。

う
重
要
な
立
場
で
、
そ
の
よ

う
な
立
場
の
人
が
い
な
い
と

い
う
現
状
が
で
き
て
し
ま
う
。

副
市
長
は
、
危
機
管
理
に
な
っ

た
ら
、
市
長
よ
り
真
っ
先
に

駆
け
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
認
識
が
甘
い
の
で
は
な

い
か
。

　
【
市
長
】
８
時
半
に
来

る
場
合
も
あ
る
し
、
９

時
ま
で
と
い
う
こ
と
で
幅
広

く
考
え
て
い
る
。

　

基
本
は
８
時
半
と

い
う
事
を
常
に
お

願
い
し
た
い
。

答

答 答

答

答問 問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

小 沼 　 勝

農作物残渣の処

分に対する周知

とサポー

トを

石 津 武 吉

危機管理を見据

えた副市長の職

務遂行を

提
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

渡 辺  拓 哉

　

本
市
の
観
光
資
源
で

あ
る
海
を
有
効
に
活

用
す
る
方
法
の
考
え
は
。
長

崎
県
大
村
市
の
海
岸
で
は
、

廃
材
の
ガ
ラ
ス
瓶
を
再
利
用

し
、
砂
の
代
わ
り
に
ガ
ラ
ス

の
か
け
ら
を
敷
き
詰
め
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ガ
ラ
ス
は
、
角
を
全
て

削
り
落
と
し
、
小
さ
な
子
ど

も
で
も
安
全
に
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
、
粒
の
大
き
い
再
生
砂

は
海
中
を
浄
化
す
る
働
き
の

あ
る
ア
サ
リ
の
幼
生
が
着
床

し
や
す
い
な
ど
の
効
果
も
あ

　

審
議
会
や
検
討
委
員

会
、
協
議
会
な
ど
市

民
の
意
見
を
取
り
い
れ
る
会

議
に
お
い
て
、
将
来
的
な
市

の
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う

な
情
報
提
供
や
、
選
択
肢
の

提
供
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
整
理
し
た
情
報
提
供
の

仕
組
み
づ
く
り
を
求
め
る
。

　
【
総
務
部
長
】
効
果
検

証
し
、
進
行
管
理
が

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
各
種

計
画
は
、
量
的
指
数
で
あ
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
設
定
し
た

る
よ
う
だ
。
廃
棄
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
、
海
の
浄
化
、
イ
ン

ス
タ
映
え
と
い
う
ト
リ
プ
ル

効
果
で
海
岸
が
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

個
別
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
毎
年
検
証
を

行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
も
と
に
進
行
管
理
が
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
事
業
を
見
直
す
場
合
や

新
た
に
政
策
す
る
場
合
の
市

民
へ
の
説
明
資
料
と
も
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
用
地
選

定
の
検
討
委
員
会

な
ど
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
話

し
合
い
に
よ
り
評
価
基
準
を

定
め
た
り
、
選
択
肢
が
幾
つ

か
あ
る
中
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ

　
【
産
業
経
済
部
長
】
廃

材
ガ
ラ
ス
を
利
用
し

た
人
工
砂
の
敷
き
詰
め
は
、

水
質
、
景
観
の
向
上
が
見
込

め
る
一
方
で
、
費
用
の
面
や
、

不
法
投
棄
対
策
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
参
考
に
な
る
取
り

組
み
だ
が
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。
現
在
、
サ
ー
フ
ィ
ン

や
海
水
浴
、
釣
り
と
い
っ
た

海
の
レ
ジ
ャ
ー
に
関
連
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
積
極
的
に
情
報
を
発

信
し
海
へ
の
誘
客
に
努
め
た

い
。

メ
リ
ッ
ト
を
提
供
し
た
り
と

い
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

　
【
総
務
部
長
】
用
地
選

定
な
ど
の
場
合
は
評
価

基
準
を
設
け
て
い
る
。
あ
る

程
度
の
選
択
肢
や
考
え
方
を

示
す
こ
と
に
よ
り
議
論
を
活

発
に
す
る
必
要
性
は
感
じ
て

お
り
、
選
択
肢
に
つ
い
て
も
、

よ
り
明
確
化
し
た
基
準
等
を

設
け
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

意
見
を
整
理
す
る

中
で
、
選
択
肢
を

提
供
し
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
示
さ
な
け
れ
ば
市
民
は

　

前
向
き
な
検
討
を

お

願

い

し

た

い
。

ま
た
、
鹿
島
灘
の
海
岸
に
Ｕ

Ｆ
Ｏ
が
漂
着
し
た
と
い
う
伝

説
が
あ
り
、
大
竹
海
岸
に
そ

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
っ
た
が
震

災
後
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
を
復
活
さ
せ
て
、

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
来
た
ま
ち
と
し
て

売
り
出
す
の
も
お
も
し
ろ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

選
び
に
く
い
。
市
民
の
意
見

は
自
由
に
言
え
る
状
況
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
一
方
で
、

選
択
肢
が
多
す
ぎ
る
と
意
見

が
膨
れ
上
が
っ
て
、
結
局
行

政
主
導
で
現
実
的
な
案
を
決

定
を
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な

り
、
行
政
が
既
定
路
線
で
決

め
て
い
る
と
思
わ
れ
て
し
ま

う
。
こ
れ
が
続
け
ば
、
市
民

の
行
政
不
信
が
高
ま
っ
て
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
後

退
す
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
早
め
に
取
り
入
れ
て
実
施
、

確
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

答答

問 問

再
質
問

海を活用した誘

客のアイデアを

提
言

提
言

井 川  倫 士

市民協働を次の

ステージへ

大村市のガラスの海岸
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　

こ
れ
か
ら
の
鉾
田
市

を
担
う
青
少
年
に
は
、

憲
法
の
保
障
す
る
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
享
受
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
本
市
で
は
学
校
が
統

合
さ
れ
、
地
域
の
活
動
も
縮

小
傾
向
に
あ
り
、
人
々
の
結

び
つ
き
も
希
薄
に
な
っ
て
い

る
。
第
２
次
鉾
田
市
総
合
計

画
に
は
、
『
次
世
代
に
伝
え
た

い
「
歴
史
・
文
化
」
と
夢
拓

く
「
ひ
と
」
を
つ
む
ぐ
』
と

し
て
、
教
育
文
化
施
設
の
課

題
と
解
決
に
つ
い
て
方
向
性

　

大
阪
北
部
地
震
で
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に

な
っ
た
女
子
児
童
の
死
亡
事

故
が
起
き
た
。
市
内
の
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
に

お
け
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
調
査
と
対
策
の
状
況
を
尋

ね
る
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
公

立
保
育
所
及
び
民
間
保

育
園
と
も
に
全
施
設
の
調
査

が
完
了
し
、
い
ず
れ
も
安
全

上
問
題
は
な
か
っ
た
。

【
教
育
部
長
】
幼
稚
園
及
び
小

中
学
校
の
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
上
島
東
小
学
校
の

を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
鉾
田
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
は
作
成
さ

れ
て
い
る
も
の
の
方
針
を
掲

げ
る
程
度
に
な
っ
て
お
り
、

具
体
的
、
全
体
的
な
活
用
あ

る
い
は
個
別
計
画
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
は
50
年
後

ま
で
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
形
で
、
未
来
の
鉾
田
市

を
見
据
え
、
不
足
し
て
い
る

教
育
文
化
施
設
を
組
み
込
み

な
が
ら
、
財
政
の
裏
づ
け
を

担
保
し
、
新
施
設
設
置
あ
る

い
は
改
修
維
持
管
理
の
具
体

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
ひ
び
割
れ
が

確
認
さ
れ
、
専
門
家
に
よ
る

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
構

造
上
の
問
題
は
な
い
と
の
調

査
結
果
だ
っ
た
が
、
ひ
び
割

れ
の
補
修
は
必
要
と
判
断
し
、

補
修
工
事
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

通
学
路
の
総
点
検

が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
【
教
育
部
長
】
通
学
路

の
全
体
的
な
把
握
は

ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

　

早
急
に
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
、

実
施
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
【
教
育
部
長
】
生
涯
学

習
活
動
の
一
翼
を
担

う
施
設
整
備
と
し
て
廃
校
を

活
用
し
、
歴
史
資
料
館
機
能

の
ほ
か
、
青
少
年
関
係
事
業

や
各
種
団
体
の
活
動
拠
点
機

能
を
有
す
る
社
会
教
育
複
合

施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
は
関
係
団
体
や
地
域
と
の

連
携
を
図
り
、
特
色
の
あ
る

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対

策
に
行
政
の
支
援
を

　

個
人
所
有
の
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
撤
去
と
フ
ェ

ン
ス
等
の
設
置
に
対
し
、
財
政

支
援
も
含
め
促
進
を
図
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、そ
の
考
え
は
。

　
【
建
設
部
長
】
さ
き
の
大

阪
北
部
地
震
に
よ
る
事

故
を
踏
ま
え
、
塀
の
所
有
者
に
対

す
る
注
意
喚
起
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
回
覧
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布

等
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
撤
去
等
に
対
す
る
補
助

取
り
組
み
が
で
き
る
体
制
の

構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

教
育
基
本
法
第
17

条
に
基
づ
く
鉾
田

市
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、

今
年
度
で
目
標
年
次
が
終
了

と
な
る
た
め
、
平
成
31
年
度

か
ら
５
年
間
の
新
基
本
計
画

を
つ
く
る
と
思
う
が
、
そ
の

中
で
教
育
文
化
施
設
の
設
置

及
び
維
持
管
理
の
大
幅
な
見

直
し
及
び
財
源
の
裏
づ
け
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
点
を
網

羅
し
て
、
こ
の
計
画
を
策
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

本
市
を
含
め
、
県
内
市
町
村
に

お
い
て
制
度
を
設
け
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

個
人
資
産
で
あ
る
た
め
、
安
全

管
理
は
第
一
に
所
有
者
が
行
う

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

国
交
省
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
除
去
や
生
垣
の
整

備
に
対
す
る
補
助
制
度
が
で
き
て

い
る
。
緊
急
性
の
あ
る
問
題
な
の

で
、
本
市
が
先
陣
を
切
っ
て
、
ぜ

ひ
独
自
制
度
を
考
え
て
欲
し
い
。

　
【
市
長
】
必
ず
し
も
で
き

る
と
い
う
状
況
で
は
な

い
が
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

答

答

答

答

答

問

問

問

再
質
問

再
質
問

高 野 　 衛

保育園、幼稚園、

小 中 学 校 の ブ

ロック塀

の調査は

髙 埜　 栄 治

教育文化活動の拠点

となる施設の設置・

維持管理の

方向性は

提
言

提
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　

鉾
田
・
行
方
・
潮
来

広
域
の
ご
み
処
理
施

設
計
画
は
平
成
20
年
か
ら
３

市
で
広
域
化
に
向
け
て
協
議

し
、
当
初
の
計
画
で
は
平
成

32
年
度
完
成
の
予
定
で
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
な

要
因
で
だ
め
に
な
っ
た
の
か
。

ま
た
、
こ
の
責
任
問
題
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

　
【
市
民
部
長
】
鉾
田
・

行
方
・
潮
来
３
市
の

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
７
月
に
３
市
で
廃

棄
物
対
策
連
絡
協
議
会
を
設

　

平
成
28
年
度
か
ら
鉾
田

北
小
学
校
が
開
校
し
、

統
合
に
よ
る
新
た
な
学
校
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
市
で
は

平
成
28
年
度
に
学
校
跡
地
の

利
用
方
針
が
策
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
方
針
に
基
づ
い
た
各
学

校
の
具
体
的
な
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
な
い
。
現
時
点
で

決
定
し
て
い
る
学
校
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
学
校
跡
地
の
利
用

方
針
の
検
討
手
順
に
基
づ
い

た
公
益
的
団
体
等
に
対
す
る

公
開
要
望
調
査
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
き
た
の
か
伺
う
。

立
し
、
広
域
処
理
施
設
建
設

の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

平
成
27
年
に
は
各
市
か
ら

３
ケ
所
の
建
設
候
補
地
が
推

薦
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
に

は
、
３
市
の
副
市
長
、
担
当

課
長
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た

ご
み
処
理
施
設
建
設
候
補
地

選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
各

市
１
カ
所
、
合
計
３
ケ
所
に

候
補
地
を
絞
り
込
ん
だ
。

　

平
成
28
年
４
月
に
は
鹿
行

広
域
事
務
組
合
に
ご
み
処
理

施
設
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、

候
補
地
の
調
査
、
検
討
、
協
議

　
【
総
務
部
長
】
小
学
校

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
鉾
田
市
学
校
跡
地
利

用
基
本
方
針
に
お
い
て
、
鉾

田
市
の
行
う
公
共
的
事
業
を

最
優
先
す
る
と
定
め
て
い
る
。

閉
校
す
る
学
校
の
み
な
ら
ず
、

市
全
体
を
考
慮
し
て
検
討
し

て
お
り
、
現
在
は
、
各
課
に

利
活
用
に
つ
い
て
意
向
調
査

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
、
今

年
度
中
に
精
査
し
ま
と
め
て

い
き
た
い
。

　

公
益
的
団
体
等
へ
の
公
開

要
望
調
査
に
つ
い
て
は
、
行

政
目
的
の
方
向
性
を
ま
ず
示

を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
１
カ
所

の
候
補
地
で
変
更
が
生
じ
、
再

提
出
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
ま
で
建
設
用
地
の
選
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

平
成
30
年
７
月
17
日
に
潮

来
市
長
か
ら
、
事
業
に
伸
展

が
見
ら
れ
ず
潮
来
市
で
は
早

期
の
施
設
建
設
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
、
離
脱
す

る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

残
る
鉾
田
市
、
行
方
市
で

は
、
広
域
で
取
り
組
む
事
業

で
は
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

３
市
の
共
同
処
理
を
取
り
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
意
向
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。

　

副
市
長
は
、
鉾
田
市

有
財
産
最
適
活
用

検
討
委
員
会
の
委
員
長
と
し

て
、
前
任
者
と
は
ど
の
よ
う
に

引
継
ぎ
を
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
今
度
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
説
明
願
う
。

　
【
副
市
長
】
前
任
者
と
は

口
頭
で
は
な
く
、
文
書

で
の
引
継
ぎ
を
行
っ
た
。
現

在
、
行
政
で
の
活
用
に
つ
い
て

調
査
を
進
め
て
い
る
の
で
、
公

め
る
こ
と
と
し
た
。

　

建
設
用
地
の
選
定
に
至
ら

ず
、
共
同
事
業
が
取
り
や
め

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

構
成
す
る
行
方
市
、
潮
来
市
、

鉾
田
市
３
市
そ
れ
ぞ
れ
に
責

任
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

鹿
行
広
域
事
務
組

合
議
会
に
も
責
任

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
最
終

的
な
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
と

思
う
か
。

　
【
市
民
部
長
】
先
ほ
ど

の
答
弁
の
と
お
り
、
３

市
の
責
任
だ
と
考
え
る
。

共
的
な
団
体
等
に
つ
い
て
も
、

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め

て
い
く
の
か
を
調
査
し
た
い
。

　

近
隣
の
市
町
村
は

学
校
跡
地
の
利
活

用
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
お
り
、

本
市
は
大
変
お
く
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
学

校
跡
地
が
多
く
で
き
る
の
で
、

こ
の
使
い
方
に
よ
っ
て
は
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
か
、

そ
れ
と
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

か
大
変
な
と
こ
ろ
に
き
て
い

る
。
精
度
の
高
い
仕
事
を
進

め
る
上
で
も
戦
力
の
拡
充
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

答

答

答

問問

再
質
問

再
質
問

鉾田・行方・潮来

広域一般廃棄物処

理施設のこれ

までの経過は

学校跡地利活用

の進捗状況は

倉 川  陽 好根 嵜 　 眞

提
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

水 上 美 智 子

　

本
市
が
誕
生
し
て
間

も
な
く
13
年
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
子
ど
も
議
会
の
開

催
に
つ
い
て
何
回
か
質
問
し
、

検
討
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

い
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
視
点
で
、
本
市
の

課
題
や
提
言
が
で
き
る
場
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

そ
の
考
え
を
伺
う
。

　
【
教
育
長
】
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
市

議
会
や
市
政
の
仕
組
み
に
つ

い
て
学
び
、
地
域
や
ま
ち
づ

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
無
償
化

は
市
長
の
公
約
で
あ

り
、
平
成
29
年
12
月
定
例
会

に
上
程
さ
れ
た
が
、
条
例
案

の
不
備
や
旭
東
小
ス
ク
ー
ル

バ
ス
と
の
整
合
性
で
紛
糾
し
、

否
決
と
な
っ
た
。

　

新
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ

る
と
期
待
し
た
が
、
予
算
化
さ

れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
市

長
に
軽
減
策
を
提
言
し
て
き
た

が
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
実
施

で
は
議
会
も
市
民
も
納
得
い
か

な
い
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
料
金
に

く
り
へ
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
こ
と
は
、
大
変
大
事
な

こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

小
学
校
社
会
科
で
は
、
未
来

の
鉾
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
中
学
校
社

会
科
で
は
市
の
課
題
に
つ
い

て
調
べ
た
り
、
政
治
参
加
の

方
法
に
つ
い
て
学
習
を
し
た

り
し
て
い
る
。

　

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
子
ど
も
議
会
は
、
有

効
と
考
え
て
い
る
の
で
、
平

成
31
年
度
か
ら
実
施
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

つ
い
て
は
、
問
題
点
を
精
査

し
た
上
で
来
年
４
月
か
ら
実

施
し
て
い
く
考
え
で
、
旭
東

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

対
す
る
補
助
に
つ
い
て
も
同

時
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

　

平
成
29
年
12
月
の

議
会
で
市
長
は
一

刻
も
早
く
軽
減
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
。
前
倒
し
を
し
て

軽
減
策
を
や
っ
て
い
く
と
い

う
気
持
ち
が
あ
る
の
か
、
再

度
伺
う

　
【
市
長
】
私
の
方
針
は
、

教
育
部
長
の
答
弁
と
同

じ
。
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
、
真
剣
に
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
い
ろ

い
ろ
な
課
題
に
つ
い
て
提
言
し

て
い
る
新
聞
報
道
を
読
む
た
び

に
、
な
ぜ
鉾
田
市
で
は
実
施
さ
れ

な
い
の
か
と
い
う
思
い
で
い
た
。

　

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
あ

た
り
教
育
長
を
は
じ
め
、
教
育

部
長
、担
当
教
諭
の
方
々
に
は
、

こ
の
事
業
に
対
し
て
大
変
ご

苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
苦

労
は
全
て
鉾
田
市
の
未
来
の

た
め
に
な
る
、
そ
う
い
う
思
い

で
私
自
身
も
一
市
民
と
し
て
、

部
活
動
の
外
部
コ
ー

チ
活
用
は

　

中
学
校
の
部
活
動
に
お

い
て
、
外
部
コ
ー
チ
を

活
用
し
て
い
く
と
述
べ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
進
ん
で
い
る

の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形

で
行
う
の
か
伺
う
。

　
【
教
育
長
】
現
在
11
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
外
部

コ
ー
チ
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
。
県
実
施
の
運
動
部
活
動
指

導
員
配
置
事
業
で
は
、
指
導
員

が
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
、
教

員
で
あ
る
顧
問
に
か
わ
っ
て
指

ま
た
一
議
員
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
こ
の
事
業
が
成
功
で
き

る
よ
う
に
応
援
し
て
い
き
た

い
。
市
長
の
考
え
も
伺
う
。

　
【
市
長
】
子
ど
も
議
会
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
副

市
長
や
教
育
長
、
教
育
部
長
を

含
め
て
精
査
し
実
施
の
方
向
と

答
弁
し
た
。
私
自
身
、
子
ど
も

た
ち
も
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て

い
る
の
で
、
そ
う
い
う
視
点
を

持
っ
て
、
本
市
の
行
政
並
び
に

全
般
的
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
え

れ
ば
な
と
い
う
思
い
で
い
る
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

導
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
教

員
免
許
状
を
授
与
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
、
ま
た
は
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
指
導
者
資
格

を
保
有
し
て
い
る
な
ど
の
要

件
が
あ
る
。
現
在
、
運
動
部
活

動
指
導
員
は
活
用
し
て
い
な

い
が
、
各
中
学
校
に
来
年
度
の

要
望
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

指
導
員
の
対
象
と

な
る
人
材
は
何
人

ぐ
ら
い
い
る
か
。

　
【
教
育
長
】
１
、２
名
と
い
う

と
こ
ろ
。
各
中
学
校
へ
の

要
望
調
査
と
と
も
に
、
対
象
者
が

い
る
か
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答答

答

答

答

答

問問

問 再
質
問

再
質
問

再
質
問

子ども議会の

開催を

亀 山 　 彰

スクールバス無

償化の考えは
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　

国
連
は
地
球
を
取
り

巻
く
あ
ら
ゆ
る
課
題

の
解
決
を
目
指
し
、
持
続
可

能
な
開
発
目
標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
17
項
目
の
目

標
が
設
定
さ
れ
、
２
０
３
０
年

ま
で
の
達
成
を
目
指
し
て
お

り
、
日
本
も
主
要
な
先
進
国
に

先
駆
け
て
、
具
体
的
な
実
施
指

針
を
決
定
し
た
。

　

自
治
体
や
学
校
、
企
業
な
ど

も
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

茨
城
県
で
も
新
た
な
総
合
計

画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
加
速
化
し
て
い
る
が
、
本

市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　
【
市
長
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と

は
、
誰
ひ
と
り
と
し
て

取
り
残
さ
れ
な
い
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と

い
う
観
点
に
お
い
て
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
開
発

目
標
で
あ
り
、
現
在
日
本
に
お

い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
実
現
で

き
る
豊
か
で
活
力
あ
る
未
来

像
と
い
う
方
針
に
よ
り
、
８
つ

の
優
先
課
題
を
掲
げ
、
日
本
な

ら
で
は
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル

を
構
築
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
「
い
の
ち
」

と
「
く
ら
し
」
の
先
進
都
市

を
掲
げ
る
本
市
に
と
っ
て
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
。　

　

市
が
推
進
す
る
計
画
の
方
向

性
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
は
共

有
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
国
や
県

の
政
策
を
注
視
し
つ
つ
、
今
後

市
の
課
題
に
お
い
て
、
参
考
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
大

き
な
目
標
と
し
て
、

「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
、
「
全
て

の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
、「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

な
ど
17
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

実
践
事
例
の
講
演
を
聞
い
た

が
、
中
で
も
重
要
な
の
が
教

育
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を

基
本
に
教
育
を
進
め
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
【
教
育
長
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
は
大
変
す
ば
ら

し
い
も
の
と
考
え
る
。
学
校
教

育
活
動
全
体
の
中
で
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

答

答

問

再
質
問

入 江 　 晃

ＳＤＧｓを市は

どう取り組むの

か
1日 県東市議会議長会意見交換会

6日 厚生文教常任委員会

29日 議会運営委員会

30日 東関東自動車道水戸線潮来～鉾田
間建設促進期成同盟会中央要望活
動

4日～ 28日 平成30年第３回定例会

4日 全員協議会

4日 議会広報編集委員会

12日 議会運営委員会

18日～ 20日 決算特別委員会

20日 百里基地・茨城空港に関する調査
特別委員会／議会広報編集委員会

21日 総務企画常任委員会

25日 経済建設常任委員会

26日 厚生文教常任委員会

28日 全員協議会

28日 議会運営委員会／原子力施設の安
全に関する調査特別委員会／議会
広報編集委員会

4日 TX茨城空港延伸議会期成同盟会正
副会長会議

4 ～ 5日 議会広報編集委員会行政視察（広報
コンサルタント芳野政明氏・東京
都あきる野市）

10 ～ 12日 経済建設常任委員会行政視察（宮崎
県日向市・都城市）

15 ～ 16日 議会運営委員会行政視察（北海道芽
室町・帯広市）

16日 主要地方道大洗友部線改良促進期
成同盟会県要望

17日～ 18日 鉾田市区長会研修会

23日 茨城県市議会議長会　理事会・定
例会

主な議会の動静

 ８月 

９月 

10月 
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教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための

政府予算に係る意見書採択を求める請願

【請願内容】

　国の施策として定数改善に向けた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一

定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であるとして、次のことを求めた請願です。

　1．計画的な教職員定数改善により少人数学級を推進すること。

　2．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

【審査内容】

　本請願は、厚生文教常任委員会に付託されました。審査において、学習指導要領が変化してい

く中で、教育費は維持していく必要があるとの意見や、教育の質の担保のためにも教職員定数改

善が必要などとの意見があり、少人数学級の推進や義務教育費の国庫負担制度の堅持を求める本

請願趣旨は妥当であるとして全会一致で採択となりました。

請 願 審 査

人口減少対策／水鳥・湿地センター整備

総務企画常任委員会行政視察

　山鹿市では、移住の情報発信として移住専

用サイトの開設や移住パンフレットの作成な

どを行い、住居の支援としては、改修費用の

助成や三世代同居世帯への助成などを行って

いました。

　また、結婚支援として「やまが肝いりどん」

事業を展開。独身者の出会いのお世話役を「肝

いりどん」として委嘱し、1人1人に寄り添った

相談・支援活動を行っていました。これまで

に21組が成婚され定住されているそうです。

水鳥・湿地センターってなあに？

水鳥の保護や湿地の賢明な利用を

推進するための拠点施設だよ。

鉾田市でも涸沼周辺への整備を目

指して活動しているよ。

　荒尾市では、誘致以前から荒尾干潟におい

て、漁協と連携した「まじゃく釣り体験」やコン

サートなどの事業を行っていました。水鳥・湿

地センターの誘致活動では、地域が一体となっ

た誘致活動により環境省から「地元から熱心な

要望があり優先的に予算化した」として水鳥・

湿地センターが整備されることとなりました。

　また、整備後も施設が有効に活用されるよ

う地元関係者と協議を重ね、イベントの開催

やガイドの育成等を進めていました。

山鹿市 荒尾市
移住！ 定住！ 就職！ 結婚支援！

様々な事業を展開

行政・議会・住民が一体となって

誘致活動

 （琵琶湖の水鳥・湿地センター　HP より）

（平成30年７月15日～ 17日）

採択
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目指して！

をよりよい 議会だより

　芳野先生からは、“市民に読まれ　議員活

動が伝わる”議会広報の基本と編集について

講義を受けました。

　また、ほこた市議会だよりの改善ポイント

など、リニューアルに向けたアドバイスをい

ただきました。

　あきる野市では、委員自らが取材をして

ターゲットを絞った対談形式の特集を組んで

いました。また議会だより全体のフォーマッ

トを作成し各号の統一感をだしたり、余白を

有効に活用するなど、リニューアルの参考と

なる議会だより作りを行っていました。

広報コンサルタント

芳野 政明 氏
あきる野市

“市民に読まれ

　　議員活動が伝わる”

広報づくり

“ターゲットを絞り

　手に取ってもらえる”

広報づくり

議会広報編集委員会行政視察 （平成30年10月４日～５日）

第 51 号から進めている議会だよりのリニューアルをさらに進

めるために、広報コンサルタントの芳野政明氏と東京都あき

る野市議会へ研修及び行政視察を行いました。

　今回の視察は、町村議会の議会だよりコンクールの審査委員をしてい

る芳野先生とあきる野市議会に視察に行ってきました。芳野先生に鉾田

の議会だよりを見てもらい沢山ダメ出しをして頂きました。まだまだ改

善する所が沢山ありました。

　あきる野市では広報委員会の方に親切に話をしてただき大変勉強にな

りました。少しづつでも前進できるように頑張っていきます。委員長　渡辺 拓哉

研修を終えて
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平成30年第4回（12月）定例会の予定

　昨年 12 月から、時間が許す限り、議会を

傍聴しています。傍聴して気になることはた

くさんありますが、一つだけ言わせてくださ

い。

　ほんの数回ですが、無記名投票で採決がな

されたことが気になります。自分の考えを公

にできない議員が存在することになり、裏に

何かあるのかと疑念を抱かざるを得ません。

　インターネット配信している以上、全世界

に注目されるような、100％オープンな議会

を目指していただきたいと強く願っていま

す。

鉾田市当間

石 坂 　 徹

次回の定例会は

12月６日（木）～
開会は 午前 10 時です

議会は、どなたでも傍聴できます。

事前の予約は不要ですので、市役所３階議会事務

局にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

議会を傍聴してみませんか！

日 月 火 水 木 金 土

11/25 26 27 28 29 30 12/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23

30

25 26 27 28 29

※日程は変更になる場合があります。

平成30年第３回（９月）定例会の

 延傍聴者数　107名

本会議
（開会）

一般質問 一般質問 一般質問

常任
委員会

常任
委員会

常任
委員会

本会議
（閉会）

来年開催の国体をうまかっぺでＰＲ

編 集 後 記

“延 2,218 人”

　これは、この 1 年でインターネットの議会

中継を視聴された人数です。平成 29 年 6 月

に議会の生中継と録画中継が始まり今年の 5

月で 1 年が経ちましたので、そのご報告を。

　一般質問の実施日は、1 日 150 人前後の視

聴。議会の行われない月でも、録画視聴で月

60 人前後。「より多くの市民に議会の様子を

知ってもらう機会を増やそう」と始まった事

業ですが、一定の効果があったものと思いま

す。任期 4 年の最終年に、更なる有意義な議

会を目指し、議会だよりの紙面もよりパワー

アップさせて参ります。ぜひご期待ください。

（井川　倫士　記）

　　　委 員 長　　渡辺　拓哉

　　　副委員長　　小沼　　勝　

　　　委　　員　　石津　武吉　　郡司　　功

　　　　　　　　　入江　　晃　　井川　倫士

傍 聴 者 声の

編
集
委
員

24

31


